




































































































各クラスの1回目と2回目のピア評価の差については、対応のある t 検定にて解析し、p < 0.05
を有意差ありと判定した。1回目と2回目のピア評価の差に対するクラス間の相違の有無について
は、Student の t 検定にて解析し、p < 0.05を有意差ありと判定した。また、アンケート集計結















した。ピア評価の中央値は、いずれの項目についても A クラス1回目8.6-8.9点、2回目9.2-10.0点、 
B クラス1回目8.2-8.8点、2回目8.6-9.3点であった。自己評価の中央値は、いずれの項目について
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